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処
理
の
拡
張
性
と
容
易
な
廃
棄
性
を
兼
備

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
系
吸
着
剤
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
除
去

国
内
初
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
不
溶
化
技
術

活
性
炭
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
フ
ィ
ル
タ
ー

各
種
活
性
炭
よ
り
４
～
７
倍
の
吸
着
性
を
発
揮

コ
ス
ト
と
環
境
負
荷
を
抑
え
た
汚
染
土
壌・地
下
水
対
策
メ
ニ
ュ
ー
開
発
へ

ＰＦＡＳ対策特集 ――調査、測定分析から浄化技術まで

ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
東
洋

ボ
ル
ク
レ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン

大
林
組

PFOAおよび PFOS除去率

原位置不溶化処理の施工イメージ

（
偏
流
）
が
起
き
に
く
く
安
定
し
た

寿
命
が
得
ら
れ
た
。

　

浄
水
器
規
格
（
Ｊ
Ｗ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）

の
試
験
法
で
評
価
し
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃

度
50
ナ
ノ
㌘
／
㍑
を
流
量
８
㍑
／

時
で
８
万
㍑
を
超
え
て
能
力
が
低

下
し
な
い
性
能
を
確
認
し
た
。
水

質
に
よ
っ
て
寿
命
が
異
な
る
た
め

評
価
用
キ
ッ
ト
を
提
供
し
て
い
る
。

食
品
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
規
制
に
対
応
し
た
。

　

飲
料
水
に
つ
い
て
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
合
算
で
１
㍑
当
た
り

４
ナ
ノ
㌘
と
の
規
制
値
を
出
し
た

米
国
。
同
50
ナ
ノ
㌘
の
目
標
値
を

設
け
今
後
の
規
制
強
化
が
見
込
ま

れ
て
い
る
日
本
国
内
の
状
況
を
ア

ド
バ
ン
テ
ッ
ク
東
洋
は
注
視
す

る
。「
こ
の
安
価
な
処
理
方
法
を

主
流
に
」
と
意
気
込
む
。

オ
レ
ン
ジ
郡
水
道
事
業
団
で
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
試
験
で
の
検
討
事
例
が

あ
る
。

　

同
事
業
団
で
は
、
１
９
４
０
年

代
か
ら
工
業
用
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
オ
レ
ン
ジ

郡
中
の
水
道
利
用
し
て
い
る
地
下

水
中
か
ら
健
康
面
に
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
る
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
有
効
な
水
処
理
材
の
検

討
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
同
製
品

を
含
む
パ
イ
ロ
ッ
ト
カ
ラ
ム
試
験

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
活
性
炭
８

種
類
、
イ
オ
ン
交
換
性
樹
脂
４
種

類
、
そ
の
他
材
料
２
種
の
全
14
種

類
中
、
同
製
品
は
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
関

し
て
最
も
対
費
用
効
果
が
高
か
っ

た
。

　

ま
た
、
吸
着
破
過
曲
線
よ
り
破

過
前
の
処
理
水
量
の
比
較
や
各
吸

着
材
の
能
力
比
較
評
価
で
も
、
同

製
品
は
高
濃
度
の
溶
残
有
機
炭
素

（
Ｄ
Ｏ
Ｃ
）
条
件
下
で
活
性
炭
よ
り

も
７
倍
の
吸
着
能
力
を
発
揮
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

同
社
で
は
今
後
も
、「
国
内
導
入

に
向
け
た
情
報
収
集
や
営
業
活
動

を
展
開
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

水
の
拡
散
防
止
技
術
と
し
て
、
地

盤
中
に
吸
着
材
に
よ
る
汚
染
拡
散

防
止
壁
を
構
築
す
る
技
術
も
開
発

中
で
あ
る
。
汚
染
拡
散
防
止
壁
の

構
築
方
法
と
し
て
は
、
地
盤
を
溝

状
に
掘
削
し
て
吸
着
材
と
置
換
す

る
方
法
と
地
盤
内
に
ス
ラ
リ
ー
状

の
吸
着
材
を
注
入
す
る
方
法
が
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
築
方
法
に

適
し
た
複
数
の
吸
着
材
を
検
討
し

て
汚
染
拡
散
防
止
効
果
を
確
認
し

て
い
る
。
特
に
、
後
者
の
注
入
に

よ
る
汚
染
拡
散
防
止
壁
は
大
規
模

な
土
工
事
が
不
要
な
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚

染
拡
散
防
止
技
術
と
し
て
期
待
さ

れ
る
。

　

大
林
組
で
は
、
上
記
の
技
術
以

外
に
洗
浄
処
理
や
化
学
酸
化
分
解

処
理
等
の
浄
化
技
術
に
つ
い
て
も

効
率
的
な
浄
化
が
可
能
な
浄
化
促

進
技
術
を
開
発
中
で
あ
る
。
現
実

の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
サ
イ
ト
で
は
、

最
適
な
対
策
技
術
は
サ
イ
ト
の
条

件
に
よ
っ
て
必
ず
異
な
る
た
め
、

対
象
地
盤
の
特
性
や
汚
染
状
況
、

土
地
所
有
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ

た
最
適
な
対
策
を
提
案
で
き
る
よ

う
に
、
今
後
も
技
術
開
発
を
続
け

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

産
業
向
け
の
ろ
紙
・
ろ
過
シ
ス

テ
ム
を
提
供
す
る
ア
ド
バ
ン
テ
ッ

ク
東
洋
（
東
京
都
千
代
田
区
）
は

有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

の
吸
着
除
去
に
最
適
化
し
た
活
性

炭
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
写
真
）
の
販

売
を
加
速
化
す
る
。
従
来
、
活
性

炭
処
理
の
弱
点
だ
っ
た
吸
着
後
の

後
始
末
を
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
フ
ィ
ル

タ
ー
化
す
る
こ
と
で
簡
便
に
し
、

飛
散
や
漏
え
い
の
リ
ス
ク
を
な
く

し
た
。
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
長
さ
や

本
数
を
調
整
し
ハ
ウ
ジ
ン
グ

（
フ
ィ
ル
タ
ー
容
器
）
も
そ
れ
に

　

ボ
ル
ク
レ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
東

京
都
港
区
）
は
、
特
殊
粘
土
鉱
物

の
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
活
用
し
た
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
を
訴
求
し
て
い
る
。

　

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
は
火
山
か
ら
生

ま
れ
、
地
球
に
育
て
ら
れ
た
奇
跡

の
粘
土
。
お
よ
そ
１
億
年
前
に
火

山
か
ら
噴
出
し
、
海
底
や
湖
底
に

堆
積
し
た
火
山
灰
が
侵
食
・
風
化

作
用
や
地
熱
に
よ
る
熱
水
作
用
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ

　

近
年
、
国
内
各
地
で
地
下
水
等

の
汚
染
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
有

機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）は
、

そ
の
化
学
的
性
質
や
環
境
中
の
挙

動
が
従
来
の
土
壌
汚
染
物
質
と
異

な
る
た
め
、
既
存
の
汚
染
対
策
技

術
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
土
壌
・

地
下
水
に
適
用
可
能
な
汚
染
対
策

技
術
の
開
発
が
急
が
れ
て
い
る
。

　

現
状
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
土
壌
の

合
わ
せ
て
配
置
さ
せ
ら
れ
る
。
処

理
量
に
応
じ
て
無
駄
な
く
構
築
で

き
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
を
低
く
抑

え
る
。
多
様
な
処
理
量
に
対
応
で

き
廃
棄
も
容
易
な
製
品
だ
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
除
去
方
法
と
し
て

検
討
が
進
む
Ｒ
Ｏ
膜
や
イ
オ
ン
交

換
樹
脂
で
は
な
く
活
性
炭
に
よ
る

処
理
に
着
目
し
た
。
Ｒ
Ｏ
膜
処
理

は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
除
去
能
力
が
優
れ

て
い
る
が
、
濃
縮
排
水
が
生
じ
る

た
め
そ
の
処
理
方
法
に
課
題
が
残

る
。
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
や
活
性
炭

の
処
理
は
吸
着
後
の
廃
棄
方
法
に

問
題
が
あ
る
。
一
般
的
な

粒
状
活
性
炭
は
後
工
程
へ

影
響
が
大
き
く
、
漏
え
い

に
よ
る
汚
染
や
使
用
後
の

活
性
炭
汚
泥
の
回
収
に
コ

ス
ト
が
か
か
る
。
処
理
水

と
反
応
さ
せ
る
大
型
の

プ
ー
ル
や
活
性
炭
塔
も
要

り
負
担
が
大
き
い
。

　

活
性
炭
を
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
フ
ィ
ル
タ
ー
化
し
デ
メ

リ
ッ
ト
を
解
消
し
た
。
原

料
メ
ー
カ
ー
と
協
力
し
た

独
自
の
フ
ィ
ル
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
（
ろ
過
）
技
術
で

た
鉱
物
だ
。

　

主
成
分
は
モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト

（
鉱
物
名
）
で
、
吸
水
性
、
イ
オ

ン
交
換
性
、
吸
着
性
、
耐
水
性
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
発
揮
す

る
。
そ
の
他
数
多
く
の
ユ
ニ
ー
ク

な
特
性
を
も
つ
こ
と
か
ら
、〝
１

０
０
０
の
潜
在
用
途
を
も
つ
奇
跡

の
粘
土
〞
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

同
社
は
、
１
９
８
３
年
に
米
国

ア
ム
コ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
（
現
・
ミ

ネ
ラ
ル
ズ
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
）
の
ボ
ル
ク

レ
イ
・
ベ
ン
ト

ナ
イ
ト
お
よ
び

関
連
製
品
の
国

内
市
場
で
の
販

売
体
制
構
築
を

目
的
に
設
立
さ

れ
た
日
商
岩
井

（
現
・
双
日
）

の
１
０
０
％
子

会
社
「
日
商
岩

井
ベ
ン
ト
ナ
イ

ト
」
を
母
体
と

す
る
。
２
０
０

４
年
に
は
、
ア

処
理
技
術
と
し
て
は
掘
削
し
た
汚

染
土
壌
を
高
温
で
焼
却
す
る
熱
処

理
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も
掘
削
洗

浄
処
理
や
原
位
置
加
熱
処
理
等
の

技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
技
術
は
い
ず

れ
も
高
コ
ス
ト
・
高
環
境
負
荷
で

あ
り
、
地
下
水
経
由
で
汚
染
が
広

範
囲
に
拡
大
し
や
す
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

汚
染
土
壌
の
対
策
と
し
て
は
採
用

が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
多
い
と
予
想

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
中
で
水
中
の
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ

Ｈ
ｘ
Ｓ
を
除
去
す
る
よ
う
特

長
を
施
し
た
。
従
来
の
顧
客

で
あ
る
食
品
・
飲
料
や
製
薬

と
い
っ
た
製
造
業
に
向
け
て

売
り
出
し
実
績
も
積
み
上
げ

る
。
製
造
用
の
浄
水
を
取
り

入
れ
る
上
流
工
程
に
加
え
て
、

さ
ら
に
プ
ロ
セ
ス
以
後
の
排
水
工

程
の
ど
ち
ら
に
も
対
応
す
る
よ
う

高
流
量
タ
イ
プ
も
開
発
中
だ
。

　

製
品
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
フ
ィ
ル

タ
ー
は
直
径
70
㍉
㍍
の
筒
状
エ
レ

メ
ン
ト
。
バ
イ
ン
ダ
ー
で
固
め
ら

れ
て
お
り
筒
内
に
浸
透
し
た
水
が

浄
化
さ
れ
る
。
活
性
炭
の
成
形
方

法
に
こ
だ
わ
り
漏
洩
を
極
力
抑
え

た
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃
度
は
簡
易
に
測
り

に
く
い
た
め
フ
ィ
ル
タ
ー
交
換
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
積
算
流
量
で
管
理

す
る
。
そ
の
た
め
効
果
が
一
定
な

の
が
フ
ィ
ル
タ
ー
の
条
件
と
な
る
。

製
品
は
微
細
に
破
砕
し
た
活
性
炭

を
、
紙
を
漉
く
技
術
で
均
一
に
整

形
し
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
フ
ィ
ル
タ
ー

に
し
た
た
め
バ
ラ
ン
ス
よ
く
均
一

に
液
が
流
れ
る
。
シ
ョ
ー
ト
パ
ス

ム
コ
ー
ル
社
（
現
・
ミ
ネ
ラ
ル
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
社
）
と
の
均
等

出
資
形
態
へ
の
移
行
に
合
わ
せ
、

現
在
の
「
ボ
ル
ク
レ
イ
・
ジ
ャ
パ

ン
」
と
な
っ
た
。

　

同
社
は
、
米
国
・
中
国
を
中
心

と
し
た
豊
富
な
資
源
を
利
用
し
た

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
お
よ
び
加
工
製
品

を
展
開
す
る
に
加
え
、
米
国
ミ
ネ

ラ
ル
ズ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
社
の

研
究
開
発
製
品
や
技
術
を
も
と

に
、
市
場
が
求
め
る
新
た
な
ニ
ー

ズ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策

へ
の
活
用
だ
。

　

同
社
が
訴
求
す
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
吸

着
材
「Fluoro Sorb

」
は
、
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
を
効
果
的
に
吸

着
（
各
種
活
性
炭
よ
り
４
〜
７
倍

の
高
い
吸
着
性
：
同
社
調
べ
）
す

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
有
機
処
理

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
だ
。
米
国
国
立
公

衆
衛
生
機
関 

（
Ｎ
Ｓ
Ｆ
）
基
準
Ｎ

Ｓ
Ｆ
認
証
を
受
け
て
い
る
。

　

実
績
と
し
て
は
、
上
水
処
理
場

で
現
在
稼
働
中
の
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
や
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
な
ど
で
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
る

ほ
か
、
米
国
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

さ
れ
る
。
大
林
組
で
は
、
近
い
将

来
に
予
想
さ
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

土
壌
・
地
下
水
の
対
策
工
事
に
備

え
て
、
低
コ
ス
ト
・
低
環
境
負
荷

な
対
策
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

大
林
組
で
開
発
中
の
技
術
と
し

て
は
、
ま
ず
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
土

壌
の
不
溶
化
処
理
が
あ
る
。
不
溶

化
処
理
と
は
汚
染
土
壌
に
資
材
を

添
加
し
て
汚
染
物
質
が
土
壌
か
ら

地
下
水
に
溶
出
す
る
こ
と
を
抑
制

す
る
技
術
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
以
外
の
重
金
属
汚
染
土

壌
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
今
回
開

発
し
た
不
溶
化
処
理
技
術
で
は
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
の
無
機
資
材
と

活
性
炭
、
セ
メ
ン
ト
固
化
材
等
の

３
種
の
資
材
を
併
用
す
る
こ
と
で

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
溶
出
量
を
最
大
99
％

以
上
抑
制
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
こ
の
技
術
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

土
壌
を
対
象
と
し
た
不
溶
化
処
理

と
し
て
は
国
内
初
の
技
術
で
あ

り
、
場
外
処
分
や
大
規
模
な
処
理

プ
ラ
ン
ト
が
不
要
で
あ
る
た
め
低

コ
ス
ト
・
低
環
境
負
荷
な
処
理
技

術
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
林
組
で
は
汚
染
地
下

粉
末
活
性
炭
フ
ィ
ル
タ
ー
の
進
化

コ
ン
パ
ク
ト
で
省
力
化
、製
品
化
も
視
野

流
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

実証試験装置

の
４
倍
程
度
と
な
っ
た
。
同
社
は

そ
の
後
の
技
術
開
発
で
粉
末
活
性

炭
に
代
わ
る
新
た
な
吸
着
材
を
使

う
こ
と
で
従
来
法
の
７
倍
に
ま
で

吸
着
容
量
を
高
め
る
こ
と
を
確
か

め
た
。

　

室
内
試
験
は
純
水
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
代
表
的
な
４
種
を
１
㍑
に
つ
き

10
万
ナ
ノ
㌘
の
高
濃
度
で
添
加
し

た
模
擬
試
験
水
を
使
っ
た
。
水
に

含
ま
れ
る
有
機
物
の
中
の
炭
素

（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
）
が
な
い
場
合
に
除
去

率
が
97
・
０
〜
98
・
７
％
、
Ｔ
Ｏ

Ｃ
が
あ
る
場
合
は
98
・
８
〜
99
・

７
％
だ
っ
た
。 

室
内
試
験
で
の

吸
着
容
量
は
目
標
と
な
る
１
㌘
に

つ
き
５
千
マ
イ
ク
ロ
㌘
以
上
に
対

し
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
が
存
在
し
な
い
条

件
で
５
万
８
千
マ
イ
ク
ロ
㌘
を
達

成
し
た
。
一
方
、
実
環
境
を
想
定

し
た
Ｔ
Ｏ
Ｃ
が
共
存
す
る
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
濃
度
の
条
件
で
１
万
４
８
０
０

マ
イ
ク
ロ
㌘
で
あ
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
の

影
響
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。 

　

同
社
は
企
業
・
学
校
・
病
院
等

が
保
有
す
る
専
用
水
道
に
使
わ
れ

る
よ
う
本
技
術
の
製
品
化
を
目
指

し
て
い
る
。

　

流
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
東

京
都
港
区
）
は
、
環
境
省
が
昨
年

度
募
集
し
た
土
壌
汚
染
対
策
技
術

の
実
証
試
験
で
、
汚
染
の
現
地
で

地
下
水
中
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）を
粉
末
活
性
炭
フ
ィ

ル
タ
ー
に
よ
り
吸
着
除
去
す
る
手

法
の
有
効
性
を
確
か
め
た
。
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
一
種
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
算
で
１
㍑
に
つ
き

50
ナ
ノ
㌘
と
国
が
目
標
値
を
定
め

て
い
る
の
に
対
し
、
そ
の
10
〜
20

倍
程
度
と
な
る
５
３
４
〜
１
１
４

０
ナ
ノ
㌘
／
㍑
の
処
理
前
水
を
検

出
下
限
値
以
下
に
ま
で
下
げ
た
。

　

技
術
は
プ
リ
ー
ツ
（
ひ
だ
）
状

の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
粉
状
の
機
能
性

吸
着
材
を
添
着
さ
せ
て
液
体
を
ろ

過
し
て
浄
化
す
る
も
の
。
フ
ィ
ル

タ
ー
に
精
密
ろ
過
膜
（
Ｍ
Ｆ
膜
）

を
採
用
し
、
粉
末
活
性
炭
を
フ
ィ

ル
タ
ー
上
に
添
着
し
な
が
ら
低
い

水
圧
で
原
水
を
ろ
過
・
浄
化
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
粉
末
活
性
炭
の

フ
ィ
ル
タ
ー
へ
の
添
着
は
現
場
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

　

実
験
で
は
１
平
方
㍍
の
フ
ィ
ル

タ
ー
面
積
に
対
し
３
０
０
〜
７
０

０
㌘
、
厚
さ
０
・
６
〜
１
・
４
ミ

リ
㍍
で
粉
末
活
性
炭
を
添
着
し

た
。
フ
ィ
ル
タ
ー
面
積
は
室
内
試

験
で
２
６
０
分
の
１
平
方
㍍
、
現

地
試
験
で
１
平
方
㍍
だ
っ
た
。
粉

末
活
性
炭
は
ヤ
シ
殻
活
性
炭
を
使

用
し
た
。 

　

現
地
試
験
で
は
、
面
積
１
平
方

㍍
当
た
り
１
時
間
に
１
０
０
㍑
の

水
を
処
理
し
た
。
流
量
や
フ
ィ
ル

タ
ー
に
か
か
る
水
圧
等
の
運
転
状

況
は
モ
ニ
タ
ー
で
監
視
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
粉
末
活
性
炭
が
破
過

（
機
能
低
下
）
し
た
場
合
や
フ
ィ

ル
タ
ー
が
目
詰
ま
り
し
た
場
合
に

は
、
粉
末
活
性
炭
の
入
れ
替
え
を

行
う
が
、
粉
末
活
性
炭
お
よ
び

フ
ィ
ル
タ
ー
の
洗
浄
・
新
し
い
粉

末
活
性
炭
の
再
添
着
は
自
動
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
フ
ィ

ル
タ
ー
は
使
い
切
り
で
は
な
く
連

続
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
省
力

化
に
つ
な
が
る
。
フ
ィ
ル
タ
ー
の

面
積
を
増
や
す
こ
と
で
処
理
量
も

高
め
ら
れ
る
。 

　

現
地
試
験
で
の
吸
着
容
量
は
従

来
の
粒
状
活
性
炭
を
使
っ
た
方
法


